
令和7年度事業報告書
令和7年4月1日～令和8年3月31日まで

1 主な事業実績と成果

2 法人本部事業実績

（１）理事会の開催状況

・令和7年6月5日（木） ①令和6年度事業報告及び決算の承認
②次期理事候補者・次期監事候補者の選定
③次期評議員選任・解任委員選任

・令和7年6月20日（金） ①理事長・副理事長・常務（業務執行理事）の選任

・令和7年8月5日（火） ①グループホームあおぞら2の移転計画
②令和７年度8月補正予算（案）の承認

・令和8年1月26日（月） ①つみきハウス就業規則の改正
②つみきハウス定款の改正
③令和7年度1月補正予算（案）の承認

・令和8年3月12日（木） ①令和8年度事業計画（案）の承認
②令和8年度当初予算（案）の承認
③役員などの報酬及び費用弁償に関する規定の改正
④グループホームあおぞら2の整備に伴う借入金の償還計画

　つみきハウス全体の令和7年度の収支決算は、資金収支での事業活動の収入は、令和6年度

145,710千円でしたが令和7年度153,861千円となり8,151千円増額となりました。

　これは、グループホームの自立支援給付費収入とホットラインサポートセンターの介護給付費収入

等、障害福祉サービス等事業収入の増収によるものです。

　支出は、令和6年度132,195千円でしたが令和7年度は136,593千円となり4,398千円増額となりまし

た。主な増額の要因は人件費支出で、令和6年度76，844千円でしたが令和7年度80，277千円とな

り3，433千円の増額となりました。これは、処遇改善費により職員給与を増額したものです。

　事業活動による資金収支差額は、令和6年度13,515千円でしたが令和7年度17，268千円となり

3,753千円の増額となりました。

　次に、施設設備等の資金支出は令和6年度27，650千円でしたが令和7年度51，005千円となり23，

355千円の増額となりました。これは、グループホームあおぞら2の移転に伴う物件購入及び改修工

事による固定資産取得支出の増額等によるものです。

　つみきハウス全体の資金収支差額は、令和6年度はパン・フード部門の統合による建物改修等が

あり2，515千円の資金不足でしたが、令和7年度はグループホームあおぞら2の移転に伴う支出があ

りましたが、全体では1,331千円の黒字となり3，846千円増額となりました。

　事業拠点区分別では、就労事業では4，908千円の黒字、グループホーム事業では6，464千円の

資金不足、サポート・相談事業では2，887千円の黒字となり、令和7年度は最終的に1,331千円の黒

字となりました。

　福井大学医学部等との連携事業は、5年経過し、ディッシュクックによる食事提供や一人ひとりに適

した体力づくりを行った結果、健康診断や日々の生活の中で良い効果が出ています。これからも利

用者の健康管理に積極的に取り組みます。

　2年連続で、就労部門は利用者の工賃を増額すると共に、全員に「頑張りボーナス」を支給しまし

た。また、「業務・工賃向上プロジェクト会議」を定期的に開催し、利用者が楽しく充実して働ける環

境づくりに努めました。

　職員の資質の向上と人材育成については、様々な外部研修へ積極的に職員を派遣するとともに、

虐待防止対策等の内部研修を行い職員の資質の向上を図りました。
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（２）評議員会の開催状況

・令和7年6月20日（金） ①令和6年度事業報告及び決算の承認
②令和6年度監査報告
③次期理事・次期幹事の選任

・令和7年8月7日（木） ①グループホームあおぞら2の移転計画
②令和７年度8月補正予算（案）の承認

・令和8年3月25（木） ①令和7年度1月補正予算（案）の承認
②令和8年度事業計画（案）の承認
③令和8年度当初予算（案）の承認
④つみきハウス定款の改正
⑤役員などの報酬及び費用弁償に関する規定の改正

（３）監査会の開催状況

・令和7年5月30日（木） ①令和6年度事業・会計監査

（４）経営企画会議の主な開催状況

・令和7年7月11日（金） グループホームあおぞら2の移転における課題と対策等(1)
・令和7年7月25日（金） グループホームあおぞら2の移転における課題と対策等(2)
・令和7年8月18日（月） グループホームあおぞら2の移転における課題と対策等(3)
・令和7年12月1日（月） 職員退職に伴う12月22日（月）からの厨房の体制について等
・令和8年1月5日（月） 職員への対応について等
・令和8年1月31日（水） フードセンターとパン工房の統合、職員の退職と採用等

（５）内部研修会の主な開催状況

・令和7年6月4日 食の安全について　-食中毒と感染症-
・令和8年1月29日 障がい者虐待防止研修　　　等

（6）外部研修会への主な派遣状況

・福井県
強度行動障害基礎研修（講義）
サービス管理責任者基礎研修（講義・演習）
相談支援従事者初任者研修（講義・演習）　　　等

・福井県社会福祉協議会
福井県社会福祉法人経営者協議会総会・研修会
福祉・介護施設におけるハラスメント対応について

・若狭地区自立支援協議会
後見人制度について
就労選択支援者向け研修
ビギナー研修「ビギナーのつどい」　　　等

社会福祉法人　施設経営セミナー「労務管理」　　　等
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3 　就労継続支援B型事業所　事業実績と成果

（１）主な事業成果と課題

（２）事業実績 単価：千円

利用者数
（工賃）

R7 R7 R6

・JR小浜駅トイレ清掃（小浜市より委託）、週１２回

・四谷公園・南川公園・武道館（アイビックスより委託）　各８回/年

・羽賀寺自転車道トイレ他清掃（アイビックスより委託）　40回/年

・小浜住吉館（三宅企画より委託）、毎週火、金

・駐車場（駅前・伏原・生守・市内2ヶ所） 

　オーイングより委託 各１回/月

内職業者　（カワイ、カワイ工場、サンライフ、アサヒ興洋、アオバ、
　高鳥紙業、若狭塗センター、ヤマックス、エクセルネット）計9社

　・箸（箱折・詰め、袋詰め）

　・扇子・スプーン等雑貨袋入れ

藤田園茶舗（茶葉袋詰め）

パン製造（約170個/日）

移動販売（53か所/週）

小浜病院売店、小浜市役所売店）

フード商品製造、店頭販売
（たこ焼き、焼きそば、お好み焼き他　約20パック/日）

デザート（ガトーショコラ・大判焼き等）移動販売

弁当製造（受注）　　（100～200　食/日）

大口弁当受注販売（小浜市役所、小浜病院

   健康管理センター、芝浦自販機）

委託販売（小浜病院売店、嶺南振興局売店、若狭高校売店）

※『ふくい１００菜ごはん』に認定

つみきハウス利用者へのディッシュクックでの食事提供

40食（就労B昼食、グループホーム朝夕）

地場業務
9名

1,526
1,469 1,481

弁当
（給食）
　　事業

5名
1,273

20,123 19,799

パン
・

フード事業

6名
2,390

9,860 10,721

　 就労継続支援B型事業全体の資金収支の事業活動収入は、令和6年度88,732千円でしたが令和7年度

87,390千円となり、1,342千円の減収となりました。 この内訳は、まず、就労支援事業収入は令和6年度33，

902千円でしたが令和7年度33，502千円となり、400千円の減額となりました。次に、訓練等給付費収入は、

令和6年度54，135千円でしたが令和7年度52，175千円となり1，960千円の減収となりました。これは、利用

者の人数が令和6年度より2名減員し令和7年度は27名となり、減収の要因となりました。

　支出については、令和6年度80，968千円でしたが令和7年度79，053千円となり1，915千円の減額となりま

した。その要因として、就労支援事業支出について、令和6年度32，332千円でしたが令和7年度31，289千

円となり、1，043千円減額となりました。しかし、就労支援事業収入は2年連続で収益が出たことにより、利用

者一人ひとりへ一時金として「頑張りボーナス」を支給することが出来ました。

　事業活動資金収支差額は、令和6年度7，764千円でしたが令和7年度8，337千円となり573千円の増額と

なりました。

　施設整備等による収支については、令和7年度、車両運搬具支出はパン移動販売専用車両を2,035千円

で取得しました。これは中央競馬馬主社会福祉財団からの助成金1,260千円を活用しました。

　就労事業全体の収支差額は、令和6年度はパン・フードの改修工事等を行い5，440千円の資金不足でし

たが、令和7年度4，908千円の黒字となり、10，348千円の増額となりました。

事業名 具体的な事業内容
事業収益

清掃業務
(環境保全)

7名
1,890

2,050 1,900
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令和8年度に向けた課題

④　HACCPに基づく衛生管理や内部研修を通じて、食の安全確保と職員の衛生意識向上に取り組みま
す。また、今後も継続してBCPの周知や避難訓練等を実施し、地域の方々と連携した災害時の安全確保と

対応体制の整備を進めます。

②　利用者の高齢化が進み、平均年齢が46歳となりました。皆が毎日元気に就労へ通うことができるよう、管
理栄養士の指導のもとデッシュクックの昼食を提供し、引き続き一人ひとりの基礎体力の向上と心身の健康

管理に継続して取り組みます。
③　利用者の希望や適性に応じて新たな作業への挑戦を支援し、就労の選択肢拡大に取り組みます。
　　また、一般就労を希望する利用者には、ジョブガイダンスへの参加促進や就職に向けた情報提供・支援
を行います。
　　今後も、支援学校からの実習生や作業見学を積極的に受け入れ、就労体験を通じて事業所への理解促
進を図ります。受け入れ体制の充実と支援学校・関係機関との連携強化を進め、事業所理解の向上と将来
的な利用者確保に繋げていきます。

①　就労支援事業収入については、原材料費や経費の変動に対応しながら、安定した収益確保に向けた
商品力の強化と作業工程のさらなる効率化を進めます。パン・フード、お弁当の新規販売先の獲得にも努
め、事業活動の収入を増やします。
　　地場部門においては、作業内容の見直しを行い、新規受注先の開拓にも取り組み、収益向上と利用者
のやりがいや能力向上に繋げます。また、畑作業の新部門を立ち上げ利用者一人ひとりの就労の選択を広

げます。
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4 グループホームあおぞら１、２

（１）主な事業実績と課題

（２）事業実績 単価：千円

計

（３）令和8年度に向けた課題

① あおぞら2改修移転後の住環境について、利用者からの声(個別面談・日常会話)を踏ま
え、安全性・快適性の観点から継続的に環境調整を行います。
 また、あおぞら2での掃除チェック表の運用を継続することで利用者自身で清掃する習慣
を定着させます。月次で実施状況を振り返り自立度の向上を図ります。
② 70代以上の入居者(男性3名・女性1名)が増加傾向にあることを踏まえ、地域包括支援セ
ンター・居宅介護支援事業所・医療機関との連携体制を強化し、必要に応じて介護サービ
スへの適切な移行を行えるようにします。
③ BCP(事業継続計画)の周知・訓練を実施します。令和8年度は特に避難訓練および夜間想
定訓練を重点的に実施します。訓練後は振り返りを行い、手順書の改訂につなげます。

15名 14名 23,226

　グループホームの事業活動における資金収支の収入については、令和6年度26,268千円に
対し、令和7年度は31,833千円となり、5,565千円の増額となりました。主な増額の要因
は、人員配置体制加算等の取得により、訓練等給付費収入が令和6年度18,728千円に対し、
令和7年度は23,226千円と4,498千円の増額となったためです。
　支出については、令和6年度24,671千円に対して、令和7年度は27,294千円となり2,623千
円の増額になりました。主な増額の理由としてはあおぞら２移転に伴う消耗器具備品費等
の増額になります。以上により事業活動による収支については令和6年度1,598千円に対
し、令和7年度4,539千円となり2,941千円の増額となりました。
　施設整備等による収支に関してはグループホームあおぞら２の移転により、建物土地取
得・改修費及び備品の取得により28,362千円の支出をしました。これに伴い、実質20,000
千円の借入を行いました。また、グループホームあおぞら１の柵が老朽化しており、改修
工事を実施したため1,194千円の支出を行いました。以上により施設整備等による収支は令
和7年度は11,092千円の資金不足となり、令和6年度の1,536千円に比べ9,556千円資金不足
が増加しています。
 全体の資金収支差額については、令和6年度の11千円に対し、令和7年度は6,464千円の資
金不足となり6,475千円の増額となりました。

事業名 具体的な事業内容
利用者数(事業者数) 事業費

R7 R6 R7 R6

11,366

あ
お
2

5名 7,523 7,362

あ
お
1

10名 9名 15,703

14名 7,990 7,374

18,728

利用者負担金
利用者負担の利用料
水道光熱費・食費・日用品
費

体
験

0名 0名

居
住

15名

訓練給付金

利用者1人に対して障害区
分、GH利用日数により国か
ら支給される給付金

5名
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5 ホットラインサポートセンターつみき　事業実績と成果

（１）主な事業成果と課題

（２）事業実績 単価：千円

具体的な事業内容

R7年度末 R6年度末 R7年度末 R6年度末

同行援護
弱視、全盲利用者の外出、移
動時等の付き添い援護

29名 33名 24,732 23,179

居宅介護
利用者への身体介助、家事
援助、通院介助

32名 31名 3,470 3,642

計画相談
利用者の年間支援計画を作
成、モニタリング

38名 40名

計画相談　児童
児童利用者の年間支援計画
を作成、モニタリング

0名 1名

移動支援
利用者の移動時における付き
添い支援

26名 22名 2,239 394

こころの相談
毎週金曜日に電話で相談や
アドバイスなどの応対

13件 12件 720 720

（３）令和8年度に向けた課題

①　同行援護事業では、敦賀の利用者の利用時間数が増えているため、今後も利用者の希望に

添った安全なサービス提供を行います。また、ヘルパーが高齢化により不足しているため、新たな人

材の確保や研修への参加を促し、幅広いサービスに対応できるように努めます。

②　居宅介護事業では、　年齢に伴い、障害サービスと介護サービスを併用して利用される利用者

が増ているため、事業所内や関係機関との連携を密にし、きめ細かいサービスを提供していきます。

③　移動支援事業では、今後も同一法人内の利用者を中心に利用者の希望に沿ったサービスを提

供していきます。

2,442 2,301

　ホットラインサポートセンターつみきの資金収支の収入ついては、令和6年度30,709千円が令和7

年度34,638千円と比べ3,929千円増額となりました。

　この内訳としては、介護給付費収入は、令和6年度26,821千円に対し、令和7年度は、28,202千円

と1,381千円増額となりました。

　これは、同行援護事業の利用時間が増え、令和6年度と比べ1,553千円増額となりました。

　居宅介護事業については、通院介助の利用が減ったことにより、令和6年度と比べ172千円減額と

なりました。

　続いて、その他の事業収入の受託事業収入では、移動支援の報酬単価が上がったことに加え、Ｂ

型事業所の利用者を中心に買い物支援や余暇活動支援が増え、1,845千円増収となりました。

　次に、支出については、令和6年度26,556千円に対し、令和7年度30,246千円となり、3,690千円の

増額となりました。

　次に、施設整備等による収支については令和7年度1,726千円でヘルパーが支援するための車を

購入しました。

　サポートセンター全体の資金収支差額は、令和6年度2,936千円に対し、令和7年度2,887千円と49

千円減額となりました。

事業名
利用者数 事業費
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